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 校種間の授業公開や合同研修会

Ａ 組織的・計画的な特別支援教育体制の確立

 関係機関と連携した相談体制の充実

㉕子どもの悪いところも良いところもよく見ていただいており、普段から機会があればすぐ
に子どもの様子を教えていただけることは嬉しく思う。

㉔㉕生徒指導や教育相談の情報共有や組織体制は、定着してきている。今後も未然防
止をはじめ、指導や支援を充実させていきたい。
㉕担任だけでなく、多くの教職員が子どもに関わりを持てるような体制作り（教科担任制、
交換授業、合同授業など）や定期的に情報共有の場を設定していく。
㉕学校全体で、きれめなく子どもたちを支えていけるようにしていきたい。
㉖今後も子どもの最大の利益を指標としながら、適切に組織的に家庭・地域・関係機関と
の連携を行い、課題解決を図っていきたい。

 生徒指導・教育相談体制の確立と組織的な推進

 家庭・地域・関係機関との連携による指導

①
家庭・地域との

連携・協働

子育てや家庭教育に対する保護者への積極的な支援
⑲新興住宅地域も４０年近くになり、地域が組織的に活動し、連携してきたが、今後、高
齢化がさらに進む中、連携には学校の果たす役割が重要になってくると思う。積極的に地
域組織を取り込む工夫を期待する。
⑳防災教育の推進については、地域での学習も実施されている。
⑲地域との連携はよいと思う。
⑲廊下に貼り出してあった子どもたちのレポートを見て、地域の方との積極的な交流が垣
間見えて、とても良いと思った。

⑱常に子どもを中心に置き、保護者様と連携を図りながら支援を行っていきたい。
⑲今後も学校を保護者や地域に開き、子どもの学びや安全がより充実するよう保護者や
地域に働きかけを行う。
⑲今後も引き続き、HPや学校からの便り等で学校の教育活動や子どもの様子等を保護
者・地域の方々に情報発信していく。
⑳子ども達の目線に立って、校内を点検し、危険箇所の修繕等に努めるとともに、子ども
が安心して過ごせる学校作りを進めていきたい。自分自身を守ることができる子どもを育
てることを目標に、地域や関連機関とも連携を図り、防災教育や避難訓練等の計画・実
践と、職員研修の充実を図っていく。

 体力づくりを推進する運動実践

 生涯にわたって健康を保持増進し、進んで体を動かそうとする意
欲の育成

  指導改善
   （組織的・計画的）

学力向上を目指した指導体制・指導方法の工夫改善

⑮今後も積極的に校内研究を続けてほしい。
⑮⑯指導改善には、「教員の増員が必要」との教職員の評価には同感である。
⑮⑯人員不足を実感する。休み時間に先生が子どもと一緒に過ごせるくらいの余裕がほ
しい。
⑮タブレットを使用することによって、子どもが授業内容により興味を持てると良いと思う。
⑰タブレットによるデメリットも共通認識しなければいけないと思う。

⑮全校体制で取り組んでいる「聴き合い、学び合う」活動が定着しつつあるので、次年度
も授業研究を進め、保護者に家庭学習への協力を啓発していきながら、子どもの学ぶ力
の向上につなげていきたい。また、課題設定と書く活動に重点を置いて授業作りを行って
いきたい。課題設定では、子どもが夢中になれる課題であるか、子どもが課題解決に向
けて考えを聴き合うことで子ども同士がつながることができるような課題であるかを意識
し、より子どもの実態に即した授業づくりに努めていきたい。
⑯今後もOJT等の研修や教材研究の時間を確保し、教職員の指導力の向上に努める。
⑰「早帰りの日」の設定や一人一人の職員が改善を図っていく姿勢を持つことで、学校全
体の働き方改革を進め、教職員が生き生きと業務を行い、教育活動の質の改善につなげ
ていきたい。

 教職員の指導力、情報活用能力、及び組織的な教育力の向上

 働き方改革の取組と教育活動の質の改善

Ｂ

⑮月１回、校内研究会を開催し、組織的に指導力の向上に努めることができた。授業作りについて学ぶ機会となった。
⑮１人ひとりの教師はそれぞれがんばっていたように思うが、学年でよく相談し計画的に教育活動を進めるとともに、何をねらってどのような力をつけていきたい
のか、どのような取り組みを目指すのかをしっかりと話し合い共通理解していくことが必要であると思う。
⑮書く時間を振り返りで確保することをもっと意識的に取り組みたい。
⑮指導の改善には、増員が必要だと感じる。
⑯人員が不足する中、全職員が意識して努力を継続していると思う。学び合いやSDGｓを基盤に、主体的に動こうとする子どもを育てようとしていることが功を奏し
ていると思う。
⑯教職員の指導力という点で、学び合いの授業法だけではなく、その他の授業法について学べる機会が校内でもあればよいと思う。
⑰働き方の改善がされたという実感がない。校内でのワーキンググループを作って具体的な働き方の改善を考えていきたい。
⑰皆で話し合うことも大切であるが、重点部会などの会議の数を減らすことができるとよいと思う。
⑰早く帰るデーなどは、必ず早く帰るという意識を持って業務を行う必要がある。
⑰組織的・計画的にできているかについては、見通しをもって進めていくことへの意識に課題があるように思う。

Ｂ

 保護者・地域との交流や情報発信、参観、 懇談会、研修会の実
施、地域人材の活用

 防災教育・感染症対策等の推進を含む、地域の実態に応じた安
心・安全な学校づくり

Ｂ

⑫⑬スーパートライなどを全学級で取り組むと、全校で体力向上も図れるように思う。
⑫体力づくりについては、各運動領域ごとの学年間での系統性なども考え、計画していけるとよいと思う。
⑫⑬支援学級では、週3回のトレーニング時間で、体幹や持久力の力をつける活動を取り入れている。
⑬体育の宿題を楽しく取り組めるものになればよいと思う。目標をもってできるように、工夫できることはないか考える必要があった。
⑬⑭体育部が役割分担をして、様々な体育的イベントや取り組みをしかけ、子どもたちの意欲を喚起し、取り組みの継続を支えている。
⑬⑭子どもたちが意欲的に活動するような工夫を次年度以降は考えていきたい。

⑥⑦学校教育全体を通して、同じ方向を向いて教育活動を行っているようには思われるが、教師の意識の差が学級づくりに反映されてしまっているように感じる。
⑧全校で学び合いに取り組んでいることで、聴き合うことの大切さを子どもたちが分かって、聴き合える集団になっているのではと思う。
　 聴き合える⇒安心安全に過ごせる学級・学年になっている⇒支持的風土が育ちつつあるのではと思う。
⑧学び合いの授業の形態・展開の仕方は、主体的・対話的で深い学びに繋がると感じている。子どもの学びが深まるよう今後も研鑽が必要だと思う。
⑧校内の授業研究を通して、聴き合う環境の作り方や子どもたち同士の対話を大切にすることが大切だということを学ぶことができた。
⑧教科、単元等でうまく対話的な学習ができていないことがある。
⑧子ども同士をつなごうと思うと、まずは自分が子どもたちの細やかなところまで理解しようとしたり、気にかけようとする意識を継続してもつようにしたい。
⑧本校での研究テーマの学び合いとSDGsに関する取組みのつながりが整理され、同じ方向に進むものの一つ取組みとなるとよい。

Ａ

Ｂ

⑨人権の日やいじめ防止週間など、定期的に友達との関係性や自分自身の心を見つめ直す機会を設けている。
⑨道徳での授業で身につけた知識や価値観を、実際の生活や学習のなかで実践していく力は弱いように思う。
⑨学び合いに取り組むことで、子どもたちがお互いの思いを聞き合う土壌があるため、道徳教育も充実してきていると思う。
⑩書字が難しい児童には、児童からのつぶやきや発言を十分に聞き取るようにしている。
⑩子どもたちの発言やノートへの書き込みなどから、もう少し一人一人の子どもの考えや良さを認められるように取り組むようにしたい。
⑪今後も道徳研修の充実を図り、主題についてどのように考えを深めさせるのか授業改善をしていきたい。

Ｂ
協働する体験・伝え合う喜び・コミュニケーション能力の育成を図る授業
の工夫改善（ICTの活用を含む）

 主体的・対話的で深い学びを追究する授業研究や研修会の実
施

　道徳教育の充実

 生命を尊重する心やいじめを許さない態度などの道徳的実践力
を育てる活動の実施

①多くの学級の廊下に人権標語が掲示されていた。全校的に取り組んでいる様子が伝
わってきた。これからも続けてほしい活動である。
①近年、価値観の相違が顕著に現れいるように思う。道徳教育は、難しいですが、大切で
あると思います。
①みのりの森での取組みも良い道徳教育だと思う。

⑨道徳科の授業では、自分事として捉えた道徳的実践力の育成に取り組み、実践力の
向上につなげたい。
⑩道徳ノートの活用を年度当初に職員会議等で提案し、活用の定着や、道徳教育推進教
師等による研修を行っていき、互いの授業の様子を見る機会を作るなど、研修の充実を
図っていきたい
⑩道徳資料の整備を継続し、今後も児童の実態にあった資料を提示できるようにしてい
く。
⑪次年度も「道徳参観」を学校行事の中に位置づけ、学習の内容や様子を通信で伝える
など、保護者と共有して家庭と連携を図る機会を確保する。

Ａ

Ａ

Ｂ

㉑幼稚園の先生方も積極的に小学校へ関わろうとしてくださることで、連携がしやすくなっている。年長だけでなく、年中も運動会前の練習を見に来られ、年長で
の５５交流の布石を打っておられた。小学校としても、様々な学年が幼稚園と交流することで、５年生になったらいきなり５・５交流を始めるのではなく、幼稚園と交
流することも小学校では当たり前といった雰囲気が作れつつあるように思う。
㉑コロナ禍から少しずつであるが、交流する機会を増やすことができた。特に里幼稚園との交流は良い方向につなげることができたのではないかと思う。他校園と
のつながりをもう少しできるように次年度以降考えていきたい。
㉒今年度は幼稚園の先生方に生活科の学習に向けて資料をいただいたり、これまでの子どもたちの経験を教えていただいたりし、とても学びがあった。また、幼
稚園の研究会に参加させていただいたことで学びのつながりについて考えることができた。１年生を担任した先生が毎年幼稚園に出向く機会があるといいと思う。
㉒㉓仰人教で活動する内容を精査する必要がある。カリキュラム研究まで十分にできなかった。
㉒中学校や高校等、今後の進路先との連携も強化できればと思う。

  育ちと学びを支える
   連                携

Ａ

⑱これからも保護者と連携を図りながら、子どもの成長を支えていきたい。
⑲地域の方や保護者の方とのやり取りを大切にしていきたい。学校で、地域の方にいろいろなことを教えていただいて、子どもたちも私も勉強になっている。
⑲⑳地域ボランティアに積極的に学校に入ってきていただいて支援をしていただいたり、定期的に授業参観を行ったりすることで、学校・保護者・地域で連携して
子どもたちを育てているという形が取れていると思う。
⑲地域の方々に多くの協力を得て、学習をすることができた。地域の方には、学校の様子を直接知っていただいたり、子どもたちが地域の方や社会とのつながり
を通して多くのことを学んだりすることができた。

Ａ

今後の改善に向けて
関連するＳＤＧｓの

目標

学校経営全般

学校経営管理全体計画は、社会のニーズ、児童や地域の実態、
学校の課題を踏まえたものになっている。

①②教育目標の「あなたもわたしも大切に　みつけよう☆いいところ」は、本年１月開催さ
れたESD子どもフォーラムにおいて、里小ESDクラブの発表が高く評価された。今後、さら
なる活動の充実が期待できる。
②教育目標が校内のいろんなところに掲示されていて、児童・教師・保護者が一つの方
向に動いているように感じた。
②互いの良いところを見つけられることは、自己肯定感が高められ、思いやりの心が育つ
と思う。
③通信システムは、受信側の意識が大事であると思う。
③フォームス欠席連絡に「早退」の項目があればよいと思う。

①今後も児童の実態や保護者・地域の願いの把握に努め、重点的な目標を分かりやす
いものにしていく。
②教育目標を具現化した取組みを子ども達の実態に合わせて実践していきたい。
③今後も保護者通信システムを有効に運用するために、目的や意図を保護者等とも共通
理解しながら登録を進めていきたい。
④コロナ禍を経て、充実した教育活動を行っていけるよう見直し・改善を進めていく。
⑤学級担任だけではなく複数の目で子どもを見ていく体制をさらに効果的に運用するた
めに、全教職員が意識できるように可視化を継続・推進していきたい。

教育目標（あなたもわたしも大切に　みつけよう☆いいところ）の
設定は適切で、教育実践につながりやすいものとなっている。

保護者通信システム（tetoru、フォームス欠席連絡・アンケート、
メール配信等）は十分機能（労務軽減、経費節約等）している

各教科等の年間指導計画、配当授業時数、年間行事計画、日課
表は検討され、改善を加えている。

教科担任制度関連の取組み（専科教員、４年入り授業、３年少人
数指導、特支多人数アシスタント、学校生活支援員等）は十分機
能している。

 ものごとを様々な視点からとらえ考えさせる道徳科の授業・評価
に関する研究

 保護者等への道徳科の授業公開

  体力づくり

たくましい心と体を育てる魅力ある授業の工夫改善 ⑫運動会での１００ｍ走を見て、もう少し走力をつけてほしいと思った。
⑬年間を通して、縄跳び等に取り組んでいることは、すばらしい。
⑬スーパートライの期間だけでなく、継続した体を動かす楽しみを感じられる体力づくりへ
と発展させるとよいと思う。
⑬⑭スーパートライは、良い取組みだと思う。球技や走ることがあまり得意ではなくても縄
跳びは得意な子どももいると思う。今後も実力を発揮できる様々な機会があるとよいと思
う。。
⑭体育以外でも体育館を使用したり、体を使って取組んだりする活動があることは、体力
づくりにも地頭を成長させるにも良いと思う。

⑫体育科学習での運動量確保や体力向上につながるよう学習資料の蓄積や研修の充実
を図っていきたい。
⑬体力テストにおける課題となっている項目については、体育委員会を中心に、レベル
アップをねらったイベントの開催なども検討していきたい。
⑬⑭年間を通して、体育の宿題で縄跳びに取り組んだが、取組状況や効果、課題などを
検証をしていく。
⑬⑭引き続き、児童の委員会活動を中心にスーパートライ期間や体育イベントなど、運動
を楽しめる環境作りをしてきたい。

Ａ

Ｂ

㉗個別の指導計画の作成の仕方について、校内研修が必要と感じている。PDCAサイクルにしっかりとのせていきたい。
㉗限られた人員の中で考慮すると、効果的に取り組めていると思う。個別の指導計画は、作成後に特別支援Coが確認することで、新しく大津に転任された先生に
も、作成の意図や支援の具体、書き方等について、直接伝えることができた。
㉗定期的に校内特別支援教育委員会を開き、教務部や管理職を含め、校内で支援が必要な児童について共有することができている。
㉘組織で生徒指導や個別の支援を行うことはできていると思う。
㉙家庭や中学校、先生と連携し、子どもに寄り添って対応することを大切にしている。

A

㉔子ども支援Coを中心に早期発見、早期対応の流れはできているように思う。
㉔問題が起こった時に各自対応をふり返り、今後に生かしていくようにしたい。
㉕組織で生徒指導や個別の支援を行うことはできていると思う。
㉕子ども支援Coを中心として、いじめなどについての組織対応はとても機能している。
㉕組織的に対応することはとても大事であるが、そのためにはまず、報連相の意識を全教職員が持つ必要があると思う。
㉕ささいなトラブルなどに対しても、複数で対応してもらえ、担任としても安心感に繋がった。
㉔㉕何かあった時はすぐに相談できる環境があり、大変ありがたい。複数の判断で、よりよい対応につなげたい。すぐに相談や報告をすることの大事さを改めて
感じている。

①
生徒指導体制の
充　　　　　　  実

いじめや暴力行為、不登校等の生徒指導上の諸課題の早期発見、日常
的な予防指導

Ａ

組織的体制の
充　　　　　　実

 保幼小中の接続期の教育課程編成等、円滑な接続を図る校種
間のカリキュラム研究

②
特別支援教育の
充　　　　　　  実

 個別の教育支援計画及び個別の指導計画の作成と活用

㉗㉘教員スタッフ不足の中、組織的な活動は大変だと思うが、個々に特別な支援を求め
る要求は増加していくと思う。マニュアルも大切だが、子ども・保護者・地域への積極的な
アプローチこそ予防として大切だと思う。
㉗㉘支援を要する児童が増えている。体制を充実させる必要があると思う。

㉗今後も特別支援コーディネーターとの連携を密に図り、情報共有に努めるとともに、保
護者との連携を一層深め、必要に応じて個別の指導計画の作成と活用を従来通り確実
に行っていく。また、個別の指導計画作成のための研修を行い、よりよい支援につなげた
い。
㉘学校全体で、子どもたちを支えていけるように特別支援教育委員会の継続と支援体制
を整えていく。
㉙今後も関係者との情報共有や研修を行いながら、相談体制を充実させていきたい。

②  保幼小中の
 連        携

 子どもの校種間交流や教員の出前授業

㉑㉒㉓幼稚園との関わりも増えたように思う。
㉑㉒㉓中学との連携の充実も期待する。

㉑保幼小中連携（保幼小・小小・小中）については、教員同士の連携をさらに深めなが
ら、よりよい交流の取組を検討していきたい。
㉒学び合いの授業研究会について、引き続き近隣校などに発信し、互いのの授業研究会
にも可能な限り参加していき、連携を図っていきたい。
㉓キャリアパスポートに確実に取り組み、次のステージへのスムーズな接続につなげて
いきたい。今後も園から小学校、小学校から中学校への円滑な接続に向けた取組みを継
続していく。スタートカリキュラムの見直しをしていきたい。

　主体的・対話的で深い
学び

 支持的風土を育てる学級・学年集団づくりの実践

Ａ

②教育目標の意識が児童に少しずつ定着しつつある。今後もどんな活動をするにも大切な指針の一つとして児童も教師も意識していくことができるようでありた
い。
③保護者通信システム面では、日々のお便りの配布や欠席連絡などはとても機能している。今後もTeamsやFormsが活用できる場面では活用したい。
③オンライン授業をどのような基準で行うとよいかの再検討が必要である。
④行事の目的をしっかりと確認し、整理、精選をしていきたい。
④今年度、掃除の時間から５校時にかけて日課を整理した。そのことにより、下校時刻が５分早くなった。
④整理・精選して授業時間数の調整をしていきたい。また、日課を工夫して、早く子どもたちが帰宅できるようにし、放課後の時間をより確保していきたい。
⑤年度当初に学級担任が−1になり、補充に入った教員の負担は大きかった。また、小学校現場が初めての教員も増え、様々な点で業務のアシストも必要になっ
ており、一部の教員への負担も増している。
⑤適切な校務分掌によって協業と分業を行うことには課題がある。複数担当になっていることをうまく生かしていく必要がある。
⑤学校全体として組織で動けていることが多いと感じる。教科担任制や校務分掌等、一人に負担が行くことがないシステム作りになっていると思う。
③④⑤学校連絡や時間割、校務分掌など、十分機能し、分担されていると思う。

Ａ

項　　　目
職員

自己評価

令和５年度　仰木の里小学校学校評価書

評　価　の　観　点

学校
関係者

学校関係者評価

⑥特に運動会での子どもたちの成長をしっかり見せてもらった。
⑦１年生も自然な様子でタブレットを活用した活動が見られたことから、子どもたちの順応
性の高さはすごいと思った。
⑦学び合いの授業は、子ども同士の対話があり、良いと思う。伝え方の学習になる。
⑦算数の授業でも机を寄せて友達と相談できるような取り組みが見られた。ディスカッショ
ンできるような環境は、将来にも役立つと思う。

⑥学校目標を軸に置き、今後とも「みのりの木」や「人権の日の取組」、「学び合い学習」
等全教育活動で行っている取組を継続し、支持的風土を育てていく。また、普段の授業で
の「学び合い」を通して、友だちとのコミュニケーションの時間を多くとることで、心のつな
がりが深まるようにしていきたい。
⑦今後も校内研究組織や情報教育部を中心に、PDCAサイクルを活用しながら授業の改
善に取組みを継続させ、ICTの活用と共に情報モラル教育や情報セキュリティの整備の見
直しを図っていきたい。
⑧授業研究会では講師を招聘し、全校で「聴き合い、学び合う」活動が定着しつつある。
授業で子どもの興味・関心を引きつけ、学習内容の理解を深める助けとなるように、ICT
機器の活用についての研修を継続していきたい。


